
 

 

 

 小国高等学校、小国中学校、南小国中学校では毎年、中高での交流授業が行われています。 

中学校へは高校の先生が、高校へは中学校の先生が訪れ、それぞれ授業に加わり交流を深めてい

ます。特に数学と英語の授業において頻繁に行われています。 

 写真は小国中学校での数学の授業の様子です。高校の先生に教わることに緊張しつつも、話を

聞いたり質問をしたりと充実しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １１月１７日（月）に小国高校体育館にて三校合同芸術鑑賞会が開かれ、 

 今年は日本の伝統芸能である「狂言」の鑑賞・体験を行いました。 

  三宅狂言保存会の方から狂言についての解説を聞き、まず『盆山』という演目を鑑賞。 

 その後、三校から選ばれた４名がワークショップに参加し、狂言の基本的な姿勢や歩き方を 

体験しました。会場の生徒との掛け合いもあり、とても盛り上がっていました。 

  最後に『棒縛り』という演目を鑑賞しました。生徒たちは真剣に見入り、おもしろい場面が 

 あると会場のあちこちから笑い声が上がっていました。 

  日本文化の奥深さやおもしろさに触れることができ、生徒たちにとって大切な時間となった                                                      

 のではないでしょうか。 
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中高一貫研究大会について 

 中高一貫研究大会の様子を掲載する

予定です。 

＊お知らせ＊ 

 前号で予告しておりました「学友団活

動」が、今年度は陸上中体連延期の関係で

中止となりました。 

 そのため、今号では予定を変更し、三校

合同芸術鑑賞会の様子を載せております。 

高校の先生に質問！ 

みんな、真剣に

問題を解いてい

ますね☆ 

狂言を鑑賞中。 

みんな見入っていますね。 

狂言の動きやセリフを体験！ 

日本の伝統文化に触れること

ができました。 


